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コンサー トホールの音響設計技術の

話題をめぐって
中村 秀夫 (株式会社 永田音響設計)

昭和57年の大阪ザ・シンホニーホール,その後の東京サント
リーホールのオープンを契機にして, この10数年間に全国各地
に数多くのクラシック音楽専用のコンサー トホールが誕生し
た。海外から来た音楽関係者が, 日本はどこの地方公演に行っ

|て も音響の良い立派なコンサー トホールがあることに驚くとい
われるほど施設の充実ぶりはめざましいものがある,コ ンサー
トホールの建設ブームは,わが国における音響設計技術のレベ
ルアップに大きく寄与したのはまちがいなく,来日オーケスト
ラ関係者のロコミなどでこの分野のレベルの高さは炒 憎こも知
られるところとなっている.

ホールや劇場の音響設計の目標は静けさと良い響きの実現に
あるが,そのもっともシビアな1生能が求められるのがコンサー

トホールである。以下に最近のコンサートホールの音響設計技
術に関する話題と若干の私見を紙面の許す範囲で述べてみた
ヽヽ.

1.限りない静けさヘ

静けさはコンサートホールのもっとも基本的な条イ牛である
演奏開始直前の指揮者がタクトを振り上げた一瞬の静寂,これ
もクラシック愛好者にとってはたまらない1寅奏の一部なのであ
る。このときに僅かでも騒音が聞こえることは許されない。
(1)雪封馴番音のイ氏職

いまコンサートホールに求められる静けさは, “ほとんど聞
こえない"を越えて “耳を澄ましても聞こえない"である.空
調騒音の評価には人の聴感特性にもとづいたNC(Noise
,CriteriOn)値が用いられ, これまでの空調騒音の低減目標は
NC-20以下が一般的であった。しかし最近はNC-15以下と
なり, この値は人の最小可聴レベルに近い。そしてNC-20と
NC-15とでは数字上の差は僅かだが技術的な難度や所要コス
ト,設備スペース等の増加はきわめて大きく,結果としてコン
サートホールの空調機械室はびっくりするほどの巨大な空間が
必要となる。しかし,これは一般の聴衆の目には触れることが
ないので知る人は少なとヽ.極限の無音状態に近い静けさの技術
はもっとPRされて良いと思う。
(2)鉄道振動の遮断
最近は駅周辺の再開発等により鉄道軌道の近くの敷地にコン

サートホールが建設されることがめずらしいことではなくなっ
ている。このような敷地条件では電車の走行振動が地盤を経由
してホール駆体や内装に伝わり,ホール内に再放射される騒音
が問題になる.対策が必要になるのは軌道からおおよそ100m
位までの範囲で, もちろん発生源対策となる防振軌道とするの
が理想であるが鉄道側の了解が得られるのはまれであるため,

①敷地と建物駆体との間に防振構造を設ける,②建物駆体と
ホールとの間に防振構造を設ける,のどちらか力鴻銅 されるこ
とが多い.振動強度が大きい場合には両対策を併用する場合も
ある。この防振構造は僅かでもブリッジん注 じると所期のI生能
が得られなくなるので,複雑な建築・設備との取り合いを注意
深く行う必要がある。これも幻或後は人の目に触れることはな
いが関係者の努力と工夫が庄ぎ込まれてホールの静けさを支え

ているのである。
2.質の高い響きを目指して
(1)ホールの音響効果を決める初期反射音

今世紀はじめにW,C Sabine教授により定義された残響時
間は,ホールの室内音響のほとんど唯―に近い評価量として現
在も広く用いられている この数十年間はホールの音響効果に
関する評価量の研究綴C撒こ行われてきたが残響時間の主役の
座は揺るぎないのが現状である.このなかで近年,研究の成果
があったのは側方からの初期反射音の重要さである.両耳に入
る音の僅かな時間差が空間的な印象を左右するという知見は,

音響設計技術を大きく前進させた。今では側方趨ナに限らず直
接音到来後80ミ リё位までの遅れ時間の初期反射音の分布状況
が音響効果に深く関係することが明らかになっており,コ ン
サートホールの室内音響設計のもっとも重要なテーマになって
いる.

(2)若響模型契験とコンピュータシミュレーション
ホール内の音の複雑な現象をより直接的に把握できるスケー

ルモデルによる輿験はすでに数十年前から行われている。模型
実験では物理パラメータだけではなく,イ ンパルス応答を実時
間に変換してエコーや演奏音を直接耳で聴くことができるとい
う利点がある.しかし,製作費,保管場所代等のコストがかか
ること,模型を製イ乍するには設計図力均 或していなければなら
ない■方で,実験の結果を設計に取り込める工期的な余裕が必
要なこと,等から通常の建築工程に乗りにくいという問題があ
る.

これに対してコンピュータシミュレーション (以下CS)の
実用性は高まっている.基本計画段階で初期反射音を対象とし
たホーノし影状の詳細な検討ができるのは模型実験にはない大き
な利点である。しかし,い くら1生能・機能が進化したといって
も要はその使い方である点は今も変わっていない。私どもの事
務所では図に示すように,音線法により客席面に到瞳する反射
音の方向,本数を観測する元送 を採っている。重要なのはCS
を実施したホールに聴衆として出かけていろいろな席で実際に
演奏を聴き,CSの結果と比較することである。我々は海外も
含め多数のホールについてCSと コンサー ト試聴の比較検討を
イ子ってきた。その結果,いまでは設言十実務用になくてはならな
いツールになっている.
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3.ステージ音響研究の現状

音,原 となるステージまわりの条件がホールの音響にとって重

要であるにもかかわらずこれまで体系噛な研究はされていない

に等しい。ステージは床の構造がチェロなどの楽器には “鳴

り"に直接的に関係するので演奏者のFぅ]′とヽも高ヽヽ.―lテlを挙げ

れti万利上上t井オの横貼りと縦貼りとでは音が違うという演奏

者からの指摘があるが, これに適切な回答ができるデータはな

い。楽器の配置や床からの高さによる音の違いなども同様であ

る。また,ステージの音場に目を向けてみても楽器や編成の違

いなどに技術的にきめ細かく対応できるレベルには至っていな

い。ステージ音響の分野は今後のホール音響設計の鍵を握って

いるといってよtヽ .

4.シ ューボックス形とアリーナ形
ウィーンの楽友協会大ホール,ボス トンシンフォニーホー

ル,アムステルダムのコンセル トヘボウは音のよいホールとし

て知られている。これらはいずれもシューボックス形 (直方

形)で,た しかにこの形状は音響効果に深く関与する初期反射

音に関して有利な条件を備えているが規模的に1500席程度ま

でが限界といわれている.1963年 ,当時の西ベルリンに力成し

た2335席の新フィルハーモニーがアリーナ形という世界で初

めてのコンセプトによりこの壁を破り音響的に成功を納めた

後,国内外に多数のアリーナ形の大型コンサートホールが誕生

した。アリーナ形ホールの音はシューボックス形ホールの芯の

ある端正な響きとは異なり,広がりのある華やかな響きの傾向

があるように思う。もちろん好みが分かれるところであるが,

音響に関 して2000席 を越える大規模 コンサー トホールが

シューボックス形と比肩しうる評価力χ尋られているのは音響設

計技術の成果であろう。音響に直接の関係はないが,指揮者の

表晴が見えるpodium席の存在もシューボックス形にはなかっ

た楽しみをもたらしたし, シューボックス形がどちらかといえ

ば格式の高さを感じさせる雰囲気に対して,ア リーナ形は開放

的な雰囲気を感じさせるのも人気の一因といえよう

5.ホール竣工後の音響チューニング

どんなに優れた演奏者が来ても竣工後すぐに最良の音響を聴

衆にサービスすることは利 臼こ近い.楽器配置,雛壇や反射

板の高さ等の最良条件を見い出すのに日時を要するからであ

る.竣工後数ヶ月はリハーサルにおいてのこれらのきめ細かい

調整 。設定 (チューニンの が必要で,その際に音響設計者の

アドバイスも欠かせない.しかし,音響設計業務は竣工時の音

響測定をもって終了するため,一般的にはこの期間の音響設計

者の関与はない。我々は,その重要さを知るが故にボランティ

アで協力しているが,音響設計業務がチューニングまで必要な

ことを関係者に理解されるよう願っている また,チューニン

新 研 究 会
A―TS10-36機械の品質評価,異常診断技術研究会

羊香 堀 康郎 似阜丈わ

この度,機械の品質評価,異常診断技術研究会(A TS10 6)

を発足させました。以下に趣旨,進め方を記します。

1.趣旨
近年は機械や設備に対して, これまでに求められてきた「高

効率J「低コストJ「高精度Jに加え,「高信頼性J「高メン

テナンス性」「長寿命Jなどが求められるようになってきた。

また,機械,設備などは,従来のように,古いものを捨てて,

新規更新するよりも,少 しでも寿命を伸ばすことが求められ,

新規の需要が落ち込む繭 ,予防保全,健全L点検,改造など

の需要力寸勤日している。これに対する計測・評価・診断技術の

研究は組織的には行われておらず,今後,大いに進展させる必

要がある。さらに,これまでこのような情報を交換するような

ネットワークそのものも皆無のイ犬態にあつた。この理由とし

て, この種の技術が産業界において重要であることを大学が認

識しておらず,またアカデミックでないとして聞とヽを示してい

ないこと,さ らに,業種を越えてこれらの情報を交換するよう

な場 (特に従来の学会では解析を主にした研究が中心であっ

た)力剛 されていないことがあげられる

図 1 コンピュータシミュレーションの結果例

直接音到達点90msま での反射音を表示
見方 :印が密に分布しているところ :響きが豊か

印の分布が粗なところ   i響 きが寂しい

グは建設段階のエンジエアリング業務と異なり,ほとんど悪陛

による試行錯誤の作業である。これを音響設計の中にどのよう

に体系化していくか力潮題 と考えている。

6.音楽家とのコミュニケーション, コンサート体写父の重要さ

音響設計者としては,担当したホールが音楽家や演奏家にど

のように評価されるかは大きな関′亡導であるとともに,つ ぎの

業務の貴重な情報源にもなる。したがって,実際にコンサート

を聴き,演奏者の評価を聞くことがなにより重要なことはいう

までもない。しかし,音響設計業務は竣工により完了するの

で,極端にいえば,竣工後の演奏や出演者の評価を聴く機会を

持たなくともやっていけるのである。これが高じると物理量だ

けでホールをランク付けしようという発想になりかねないし,

現にこれに近い試みも一部にみられる。いろいろなホールで多

くのコンサートを聴くと, このような試みが現在の技術レベル

ではいかに無謀なことかが分かる。こ″L力f睛ヒなほどコンサー

トホールの音響は浅いものではない.コ ンサートを数多く聴く

なかで実際の演奏音に対する自分の評価スケールができ,これ

が音楽家とのコミュニケーションの役に立つ。この積み重ねが

音響設計のレベルアップに大きな力になることを確信している.

編集委員会よりのお知らせ :部門ホームページに, この記事と

カラー写真を掲載しております.是非ご覧ください。

本研究会では,「計測J。「評価」。「診断J技術およびそれを

統合的に利用する技術に関する業種を越えた情報交換の場を設

け,情穀及び人噛な菟流を図っていきたい。

2.研究会の進め方
以下の点に主眼をおいて研究会を進めたいと考えています。

1)外部からは直閲則定出来ない機械内部の諸量の推定,診断

技術の調査,検討
逆問題の手法の利用
ニューロ・ファジイ手法の利用
パターン比較による方法
X線,超音波,ア コースティックエミッションなどの非

破壊計測技術
2)映像を用いた計測,分析,診断技術の調査,検討
3)研究会ホームページにより異常診断技術1辞民をデータベー

ス化し,会員相互の利用を図る

3.期間   1999年 6月 より2004年 5月 まで

本研究会への積極的な参加を希望します。参加希望の方は下

言己に連絡下さい.

と査 堀 康郎 (岐阜大)電話&FAX(058)293-2540
E― mail:hori@mech gifu― u ac.jp

幹事 川合忠雄 (名古屋大)電話&FAX(052)789-2716
E― mail:kawai@mech nagoya u ac,p



新研究分科会

P―SC320 複雑系・非線形系のモデリングに関する
調査研究分科会

辛香 森下 信 僻額日立痣わ

平成11年 9月から表記名称の研究分科会を立ち上げました.

これまで,埼玉大学の佐藤勇一教授が主査を務められていた研
究会の続編です.複雑系といっても従来多くの先生方が研究対
象としていた非線形現象に関する研究会です.しかし,特にそ
のモデル化t幹鞘笑があると考えており,その意味では従来の非
線形現象の捉え方と異なる味わいを持ちます。以下が分科会の
設置趣旨です。ご興味のある方は是非ご参加ください。3～ 4

,関東地区の開催ん渤 ,関東地区以外で半数開催す
る予定です.

今日,コ ンピュータの発達に伴う数多くのモデル化手法,解
析手法の提案により自然現象を含む工学的諸問題の多く力油平明
されてきたが,未だに肺 ミ困難とされる問題が数多く残され
ている.そのひとつに,複雑系と呼ばれるシステムに係る現象が
ある。複雑系はしばしば非線形系の部分集合として議論される

本分科会では,「ブレークスルーをもたらすためにはどのよ
うな牛峰Π技術が必要であるかJという観点から,新 しいシステ
ム理論,モデリング技術,システム同定,制御系設計理論,ア
クチュエータ,センサ,言十算機ソフトウェアおよびマイクロマシ
ンなどの領域における先端的研究について調査していきます
ご,知のように,近年,ア クティブ制御の応用力寸叢々 な分野

で試みられ,数々の成果をもたらしてきました.しかしなが
ら,待峰,技術の導入によって′陛能の向上力渕]待できる分野でも,

なかなか実用化が進展しない場合も多いのも事実です また,

新しい技術を導入しようとしてもその適用方法がわからなかっ
たり,単に従来の手法の延長として適用 したために新しい技術
の有効陛が発揮できない, といった事例も数多くあります
本分科会では, このような既存の手法による漸進的な改善の

「艮界を克月Rするため,新 しい発想・原理に基づく手法や既存の
手法の新しい組み合わせなどによる,質的に異なる方法による

)た
畠
g毛

ち移乙絲累≦
スルーをねらう筑」詰白勺常Jイ卸1支術

辛杏 水野 毅 礁正夫わ

が,そのモデリング手法に関しては未だに確立されていない。
そこで本分科会では,非線形力学とそれを支えるコンピュー

タ科学を中心として熱力主 化学,生物学の各分野に関連した
複雑系のモデリングに関する過去の主要な研究の調査を行う.

また,複雑系と密接な関係のある形態形成,パターン形成現象
のモデリングに関する調査研究をイ子う。さらに,複雑系を解析
する手段として注目を集めている離散解析法のす種であるセル
ラオートマトン (CA)法と形態形成をモデル化するひとつの
手法として注目を集めているチューリングモデルを利用した研
究成果および形態形成に関する最近の研究動向について調査を
行う.調査研究事項としては,複雑系のモデリング手法に関わ
る調査,および形態形成,パターン形成に関する研究内容に関
る調査を行う。

連絡先 :主査 森下 信 (横浜国大)電話 (045)3394090
E rnailishin@structlab shp.ynu.ac.,p

幹事 辻岡―明 (埼玉大)電話 (0408583730
E_mail tsujiOka@mech.saitama_u.ac,p

解決の可能l生を探っていきます。具体的には,先端噛・萌芽的
研究を行っている大革 国公立研究機関,企業を定期的に訪問
し,第一線で活躍している研究者,技術者の生の声を聞き,共
通の課題に関して深く議論していきたいと考えています, とり
わけ,近接分野との交流には力を入れていく予定です。なぜな
らti高温超電導やSTMの例からもわかるように,ある分野
におけるブレークスルーは,往々にして,その分野のスペシャ
リス トではなく,不即不離の分野の人によってもたらされてい
るからです.

本分科会は,平成11年 10月 に発足し,第 1回目を10月 15日 に
横浜で,第 2回目を11月 18日に清水市三保で開催しました。い
ずれも,非常に活発な議論が交わされました。今後,年に数回
程度のペースで開催していく予定です.劇剤とヽのある方は是非
ご連絡下さい.

連絡先 :ギ杏 フk里予 毅 (埼玉大)電話 (048)8583455
E_mail:mizar@mechosaitama_u.ac.jp

幹事 幽 亨 候擁大)電話 (045)5631141
E―mailitOruw@sd.keio.ac.jp

れた対人地雷探知のためのスマー トセンシングの調査研究と,

地雷原という極限環境を自在に,かつ,安全に動くことができ
る歩行ロボットの機結と制御技術について調査研究を行う.さ
らに,歩行ロボットの探知作業によって特定された埋設地雷
を, ロボット技術により処理する方法について調査研究する.

一方 散布地雷について自律型ラジコンヘリコプターによる探
知の可能l生を調査する。こうした短 か(化によるハイテクシステ
ムの開発は地雷そのものの抑止力ともなりうる。このように本
分不斗会は,先端的リモートセンシンλ アクティブセンシン
λ 先端ロボティクス,先端メカ トロニクス,先端制御の技術
を馬区使して人間が介在しない安全で高い信頼 l生を有する対人地
雷探知・処理システムを早急に開発し,地雷に苦し卿 国
への技術的支援を緊急に実施することを目標に掲げて調査研究
活動を実施する。
以上のように,本分科会の目指す活動は部門を越えた学際的

な取り組みが必要であるため,設置にあたってはロボティック
ス・メカトロニクス部門との共同申請とし,かつ,日本ロボッ
ト学会等や日本学術会議とも協力して活動をしている.

連絡先 :主査 野波健蔵 (千葉大)

E rnail:nonar五 @lineneth.tm.chiba_u.ac.Jp
幹事 下井信治 (都立高∋
E―mailishimOi@tOkyo ct.ac.jp

を鳥↑也讐翔篭鄭翻朧
ロボツト

蝕 学;服1制御部門,ロ ボティックス・メカトロニクス部門合同企画)

辛香 野波健蔵 (千棄痣わ

冷戦構造が過去のことになった今日も様々な局地的紛争,戦
争が後を絶たない。そして, このような中で地球上には約 8千
万個もの非人道的な対人地雷が埋設されたまま未処理の状態で
放置され,多 くのノ＼、命が失われたり負傷したりしている。この
ため,べ＼埋設地雷を撤去する作業が精力噛に行われているが
安全l生を省みないマンパワーに依拠しているのが現状であり,

このような方法では地雷撤去に数百年を要するとも言われてい
る。また, この対ノ八、地雷のために紛争後の復興が進まず地域経
済の発展を大きく阻害しており,その影響は甚大で深刻となっ
ている.こ のような「貧しい核兵器Jと も呼ばれ,地域社会を恐l布

に陥れているべ＼埋設地雷を探知・除去することは人道上緊急
かつ最優先の課題と位置づけられる。こうした極限環境での作
業こそロボット技術を適用すべきであり,世界に誇る我が国の
ロボット技術を活用して国際貢献をなすべきであると考える。
本分科会はこの立場から,世界の紛争地域・戦争終結地域に

埋設されている)■逮 的対人地雷の探知・除去を先端μ情→員l子支
術とその技術を搭載した自律型歩行ロボットで実現することを
提案すると同時に以下の調査研究を行う.困難を極める埋設さ

3
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D&Dのご案内

No.00-6Dynamics andrEFぜ
z:デ,3魅:fe2000総合テーマ :「ダコ

F汗引桂日

会 場

2000年 9月 5日⑫り～ 8日 (金)

明治夫辛創立120司晴 已釣増リバティタワー0種京わ

小林正生 (石l番)/電話(03)3534-3351/FAX(03)3534-3322

8.蜘
/1球幸徳 0肉 //経稀(011)7066409/FAX(011)7067889

高原弘樹 触 /奈義舌(03)57343599//FAX(03)57343982

9,電磁力関連のダイナミクス

長屋幸助 齢 馘 /亦議舌(0277)301563/FAX(0277)301599

川本広行 (早大)//年藍舌(03)52863914/FAX(0052863914

榎園正人 (大
ノ刀`大)/か覇舌(09つ5547821/FAX(09り 5547822

10,モ ー帥軒詑その応郡礎藝術

吉村卓也 (触 /4義舌(0426)772702/FAX(0426)772701

大|:り朝 G謝しり //縄義ま0057342784/FAX(03)57342892

11 ダンピング

鈴木浩平 (触 /奉覇舌(0426)772703/FAX(0420772701

井上喜雄 (謙m/奈 議舌(0887D72314/FAX(088707-2320

12.振動・音響の発生と相互イ乍用そして利用

中ll障己壽 砿島大)/電話①824)24-7574/FAX(0820227037

田中基ノ頓Б(埼玉用 //毎話(049858-3450/FAX(948)856-2577

山本貢平 (/1Ⅷ)/亀舌(042)3212841/FAX(042)3224698

la ttl名十1ttlと 認石十

飯田健夫 (立命館角 /か誘舌(077)56Ⅲ 2759/FAX(07つ 5612665

14福祉機器における言→Hl缶 1御

山本圭治郎 9暢剖 |二しり /奈蘇舌(046)2913149/

FAX(046)29131490r(0402428735

15言椒 J・ 信号処理・異翻

藤蒔笙こ以こlボ硼 事翔 /石電話(0583)792212/

FAX(0583)792215

堀 康郎 (l睫阜大1/4転苦(058)2932540/FAX(058)2932540

川合忠雄 皓大)/議舌 (05D789-2716//FAX(052)7892716

16パターン形成と複雑さ

末岡淳男 0レけ /な葛舌(092)6423370//FAX(092)6419744

佐藤勇一 (埼引 /奉誘舌(048)8583454/FAX(048)8562577

森下 信 的 /奉義舌(045)3394090/FAX(045)3394099

1猛 スポーツエ■フ
/ヒ

ューマン・ダイナミクス

川冨1嘉彦 (埼m/か 蘇舌(048)5856824/FAX(048)5856717

1&マルチボディ・システムのダイナミクスと市峰‖

背戸一登 (日大)/な誘舌(03)32590741/FAX(03)32590741

須田義大 (束刃 ノ杢転舌(003402-6231 内線2220///

FAX(03)34050949

19サイレントエ学

林  巌 m/か 藍舌(0957342535/FAX(0957343917

岩附信行 (えE大)//空彗舌(03)57342538/FAX(03)57343917

20.ダイナミカルシステムの非線形制御

吉田和夫 触 ノな義舌(045)5601289//FAX(04D5631783

鈴木高宏 傲大)/篤舌(03)34026231内 線盟78/

FAX(03)54113908

21.先端的・萌芽的常峰略補とその応用

水野 毅 崎引 /若薪舌(048)8583455/FAX(048)8562577

渡辺 亨 C鋤∝代)/篤E舌(045)5631141 内線3209///

FAX(04「θ)5632778

22 スマー酎淋斗・構造

浅沼 博 (千殆り /電話(043)290-3201/FAX(043)290-3039

大久保博志 (阿有メθ/毎藍舌(0722)549242/FAX(0722)549906

委 進浩 (克J肉 /4転舌(022)2175264/FAX(022)2175264

2& ロボットと知的行動

ノ〕ヰ村専明 (町合大)/電舌(044)9347373/FAX(044)93牛 7907

黒田洋司 (叫台大)/小覇舌(044)9347183/FAX(044)9347907

論文募集要旨  Dynamics and Design COnference 2000(D&D

2000)で は,以下の機滅力学 。計測制御分野に関連した研究と23の

オーガナイズド・セッション募集テーマの講演発表を募集いたし

ます さらに特別講演 懇親会 機器展示,若手向けの特別企

画,フ ォーラム,懇親会などの付随行事の企画を予定しておりま

す 次の点にご留意いただきご応募下さnな お,本講演会にお

いて優秀な発羨論文は,当部門の部門賞規定により表彰されます

(1)本講演会では会員外の研究発表も受け付けます

(2)研究発表の採乙 プログラム編成などはD&D2000実行委員

会にご一任下さ咀

偲)研究発表∈鍵凱ま,―ノ＼lこつき講演 1件を原則といたします

14)本講演会での講演論文集の発行形態はCD― ROM論文集とア

ブストラクト集 (E閉1物)といたします。

隷 申翻  2000年 4月 10日 (月 )

申込方法 申込みは原則としてD&D2000ホームページで受け付け

ますので,以下ヘアクセスして下さい.

http://www.jsme.or.jp/dmc/DD2000/

なお,イ ンターネットを活用できない方は従来の万は (各オーガ

ナイザNAXまたは妻I送)でも受け付けます.

D&D2000講演会では,以下のとおり講演発表を募集します オー

ガナイザーのE― mailア ドレスは、学会誌 1月号会告あるいは機械力

学・翻 峙眸l部門ホームページ

(http:〃 www isme`Or ip/dmc/DD2000/)をご覧下さい.

A オーガナイズド・セッション(問合せはオーガナイザーまで)

1,板・シェル構造ダイナミクスの新展開

鈴刹携義 (山腕 /覇  (0238)263197/FAX(0238)263198

成田吉弘 (北た直Lり /電話(011)68Ⅲ 2161/FAX(011)6813622

2. 煽誌起蛋浸:十

萩原下郎 m/覇  (03)5734355レ /FAX(03)57343555

/1滸几わかえ (ネツ剖にLЮ //偏義X0462)913192/FAX(0462)428735

古谷 寛 に E大)/覇 (045)9245608/

FAX(045)92455800r5574

3.流体関連振動のダイナミクスと制御

金子成彦 餅)0/毎藍舌(03)58022946/FAX(03)58022946

土岐 仁 的(田大1/4藍舌(018)8892347//FAX(018)8370405

4.)蹄紺♭現象の角郷子と応用

廟 仙メ0/乍葛舌(092)6423430//FAX(092)6314789

瑯 ~⑪ 馘 ノ奈藍舌(0277)301584/FAX(0277)301599

藪野浩司 触 //電話(0298)536473/FAX(0298)536471

5.ビークル・ダイナミクス

永井正夫 (東京農L鸞 /か藍舌(042)3887090/FAX(042)385-7204

鈴木康文 υ道約研)//範話(04D573-7288/FAX(042)5737289

6. 而帳・ぢ毛月量

藤田 聡 m/4義 舌(03)52803372/FAX(0952803568

新谷真功 (1印鳴り /蕉覇舌(0776)278541/FAX(0776)278748

曽根 彰 (京都正繊大)/か藍舌(0797247356/FAX(075)7247356

7.ロータ・ダイナミクス

神吉 博 (イ申戸大)/電話(078)8086140/FAX(078)8036155



B 機械力学・計測制御関連の広領域研究テーマ (オーガナイズド・

セッションに設定されていないすべての講演)

問合せ先 :西木彰野日(千葉大)

/観  (043)2903194/FAX(043)2903039

下記の付随行事の企画を予定しております
1.梁渇1周顎寅
2.特別企画

(a)力学がわかる「おもちゃ」のコンテスト
(b)プ レリクルート企画・企業が求める人オオとは

3.フ ォーラム (6件を企画予メ定)

(a)v BASE
(b)テクノロジーライセンス (仮題)

俺)気催却島・燦瞬振動等の音場迎岬 の評価の現状と展望
は)磁熱 ほ硫開製詔 ヒの促進の現伏
(e)ブレークスルーをねらう制御岐術のための新しい方法論
(f)最近の計測の証絶:か ら一不聰占かさと凱)縮ヤ則―

発表採用脚 2000年 5月 中旬 (予定)

原稿提出方法および原稿締切日

(1)CD― ROW偏命文剰羽肺
(a)PDF変換済みの原稿の締め切りは7月 5日 (アk)です (提出が遅

れますと掲載されない場合があります),A4用紙2～ 4ページ
程度(日本語または英語)のPDFフ ァイルをインターネットまた
は郵送にてご提出いただきます

(b)PDFフ ァイルに変換できない場合は,実行委員会にてPDF変
換作業を行いますので,原稿締切は6月 19日 (月 )です (提出が
遅れますと変換できず論文集には掲載されない場合がありま
す).イ ンターネットまたは郵送にてデータをご提出いただきま
すがこの場合 PDF変換手数料(2,000円 )を申し受けます

団 論文の書式・提出先など詳細は,後ほど発表悧喝通知とともに
申込和こご懲各いたします

(跡 アブストラクト集用原稿
印用1物としてアブストラクト集をイ掏或いたしますので,Extended

日本機械学会 。日本音響学会共催シンポジウム
のご案内

~日響・振動に係わる両学会の交流拡大を目指して一
四 樫 日本機械学会機械力学・言Ml缶峰[部門,日本音響学会〕

開催日 :2000年 3月 16日 (木),17日 (金)

(音響学会春季研究発表会期間中 (3月 15-17日 ))

会 場 :日本大学船廠 舎 (船橋⊃
I.特月十繭 寅
きこえのメカニズムと騒音1生難聴

原田 康夫 学長 (広島坤
Ⅱ.招待講演
1.振動・音響イこよる設備診断  豊田利夫 (九′

l‖寸工為だつ
2.近距離場音波浮揚現象とその応用

上羽貞行 (東京工期
3.イ充体関連振動・騒音の日乍日。今日・明日

舒 厄貿丁≧雰 (棘却
Ⅲ.オーガナイズドセッション

内容 :機械装置の騒音対策 (鉄道 。車両騒音,静音化技術,共
鳴防止機構など)

音場制御 (ANC,音響政刻:遮音,吸音など)

振動・音響謗 1用 (診断技術,振動 。音響計測および
評価,振動・音響インテンシティなど)

振動・音響エネルギー利用 (振動輸送,音響浮揚・搬
送,超音波モータ,超音波洗浄など)

Ⅳ.翻 会 (3月 16日 18:00よ り)

振動と音響に関する分野の研究を広い視野から系統的に発展
させて行くためには, 日本音響学会との活発な交流を推進し,

Abstract(A4用紙1ページ)をご提出いただきます 原稿締切
は7月 5日 (フk)です佃出が遅れますとアブストラクト集には掲載
されない場合がありまの .本会機械力学・計測制御部門(担当
宮原お、み子)宛妻1魅いただきますハ 烹軒円は発表採用通知ととも
に申込者にご連絡いたします.

0本講演会(D&D2000)の最新情報は,機械力学・計測制御部門ホー
ムページ (1lttp:〃 www.,sme.Or ip/dmc/DD2000/)

をご覧下さい。

問合せ先

実行委員長 佐藤勇一 (埼引 /か藍舌(048)8583454

/FAX(048)8562577

/E― mailiysatO@mech.saitama u.ac,,p

幹  事 西本ヽ寸秀不日(千篭縛 /街舌(043)2903194
/FAX(043)2903039

/E― mailinism@meneth,tm.chiba― u.ac.jp

力学がわかる『おもちゃ』 コンテス ト 出展者募集

出展者には,当日までに「おもちゃ」とその内容を説朋する簡単な
パネルを副羽意いただきます (展示の詳細については後日ご案内致し
ます)出展品に対する命1胸は原則的にありません力ヽ 題材を「i韓巡
に何らかの形で関するもの」と限定します1また極端に営利的宣伝に
偏った出展はお断りします 参加資格は間いません,どなたでも出展
できます 下記連絡先に,電話かFAXか電子メールで,出展団体名
または個人名・住所・連絡先・出展品の名称と概要(100字程度)をお知ら
せ下さい

連絡先 :コ ンテストの具体的内容などに関してもお気軽にお尋
ね下さい

吉村卓也 (都立大)

電話(0426)77-2702/FAX(0426)77-2701
E― mailiyoshimu@ecOmp metro― u ac,p
渡辺亨 (慶應大)

電話(045)563-1141 内線3209/FAX(045)563-2778
E～ nlail:toruw@sd keio ac,p

共に研究を進めて行く機会を設けることが重要であると考え,

本格的な共催シンポジウムを計画いたしました。ォーガナイズ
ドセッション形式で講演論文を応募いたしましたところ,予想
を大きく上回り601ttに達し,スケジュール表の通り2日間にわ
たり当シンポジウムを開催する運びとなりました。また, 3月
16日午後には非常に興味深い内容の特丹1繭負,招待講演を企画
いたしました。同日夕刻からは音響学会春季研究発表会との合
同での懇親会がございますので,お誘い合わせの上是非ご参加
ください。なお,詳細は学会誌会告またはホームページ

を聖

:(軽

』 ギ

Sm叩・ν dm,m∞慣nyN側∈%zttmD

問合せ先 :中サ1障己壽 (広島大)

電 舌 (0824)247574/FAX(0824)227193
EⅧ

鍛 零 邸

meα h静 °shm件 La的

甍 舌(043)2903194/FAX(043)2903039
E_mail:nism@meneth.tmochba u ac.jp

共催シンポジウム スケジュール

5

1室 2室

3月 16日

9 :00-12100 OS機械装置の
騒音対策

13:30ハ▼17130 特別講演,招待講演

18:00-20:00 懇 親 会

3月 17日

9 :00-12:00 OS振動・音響エネ
ルギー利用

響鍋 ネ噂用13:00-17:30
OS茫争〕易需1往 ,
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昨年 7月 27日から29日の 3日 間にわたって慶應義塾大学 (三

田キャンパス)で第一回年次大会が行われました。たいへんな

猛暑の中でしたが多数の参加者の熱 とヽなご発表 。ご討論があり

盛会のうちに終えることができました。機械力学・計測制御部

門代表の実行委員として皆様方にお礼申し上げます。

今回は年次大会という新たな枠組みでの始めての試みであっ

たため,実行委員会が 1年半も前からスタートし長い期間をか

けて講演会の形式について議論いたしました。さまざまなアイ

ディアが提案されましたが,最終的に部門間にまたがる横断企

画を年次大会の中心とするという,おおまかな方針で実行され

ました。実行委員としてはさまざまな問題点も感じましたが,

個人蜘には劇は大学の実行委員が作成されたデータベースが印

象的でした。当初は特殊なフォーマットの発表者データをメー

ルで送ることが煩わしかったのですが最終的に強力なツールと

なり,これだけ大規模な大会をスムーズに運営するのに大きく

役だっていたようです。また開催期日が夏期であり国内外で多

くの講演会が開催される時期であること,オーガナイズドセッ

ションが多すぎることなど多くのご批判をいただきました。こ

れからさまざまな改革力光子われていくことになると思います.

当部門では基調講演を土屋和雄先生 (京大)と藤井裕矩先生

6檄 )にお願いし,先端技術フォーラム「非線形系の制御

理論」で6人の若手の研究者にチュートリアル講演をしていた

だきました これには千田有一氏 (東芝)の ご支援をいただき

ました。またオーガナイズドセッションとして部門単独企画の

「マルチボディシステムの力学と牛峰日Jと宇宙工学部門との横

断企画の「宇宙システムの力学と待峰ⅡJを企画いたしました.

当部門関連の一般講演は8セ ッションであり広い領域にわたる

研究発表が行われました。1999年度年次大会のご報告

年次大会実行委員 木田 隆 儀顎通信夫)

2000年度年次大会のご案内

年次大会実行委員 石田幸男 (名古屋夫)

開催日 :2000年 8月 1日 ⑫り ～ 4日 (金)

会 場 :名以大学理工学部 (名古屋市天白区)

当部F印こ関連する企画 :

(1)部門横断セッション

「矢日的材料・構造システム」

「熱流体とマイクロマシン」

「非線形系における振動,波動および流動現象の解析と内昭」

「流体関連の騒音と振動J

「機械 。メカトロシステムにおける複雑系の発現磯構の

角鞠千・待1作‖・魔討羽」

(2)一般セッション

(3)国際シンポジウム

第 5回「運動と振動の制御」国際会議のお知らせ

(MOViC 2000)
]:,1)'こイRと」i甘E  (=]三尼舅冑ぅメヾ|1生 )

2年ごとに開催されていますMOVIC国際会議は2000年 12

月に下記の要領で開催されます。奮ってご参加下さい。

会議培踏称 :  5th lnternational Conference on Motion

and Vibration Control(MOVIC 2000)

開催期間 : 2000年 12月 4日 (月 )～ 8日 (金)

開催場所 : シドニーエ科大学

(Darling Harbour, Opera House, Har

bour Bridgeま ですぐのところ)

論文日程 : アブストラクト提出締め切り日 2000年 3月 30日

論文保翻 日        2000年 5月 15日

論辮 出日       2000年 8月 1日

アブストラクト:500語

フルペーパ :A4で 6枚

備  考 : 1誨館 あたり1論文,追加発表の場合A$200の

「ⅣIachine ConditiOn W笙 onitoring and Diagnosis

(機械の状態監視と診断)J

(4)基調講演

「行列不等式 (LMI,PLMI,BMI)に よる制御系設

計と車両の運動制御などへの応用J

細i工繁幸 (名大)

(5)先端技術フォーラム

「最新交通機関の新しい振動問題」

○交通機関における振動問題概説 (安田仁彦,名大),

○ハイブリッド車開発における振動騒音の低減技術 (吉

岡孝芳, トヨタ自lttl)

○鉄道車両における振動について0中松邦已 日本草面の

○宇宙ステーション日本実験モジュール打上げ時の振動

(鶏町華豪斬子, 三三鞠 )

(6)部門同好会

詳細は会誌10月 号告412ページをご覧ください。

期 日劉鞘斗

宿泊関係 :

問合わせ先

支払い巽 なお,4編を越える発表は認めない.

A$1,000

(レセプション,懇親会,昼食,プロシーディン

グすべて込み)

Hotel Mercure(シ ドニーエ科大から数分のと

ころ,4つ星ホテル,会議割り引き適用予定)

Professor Bijan Samah

Conference Chairman, VIOVIC 5, Syd―

ney, Australia

PO BOx 123, BrOadway, NSヽ V, 2007,

Australia

Tel : +612-9514-2023

Fax : +612-9980-9756

e mail i bijan.samali@uts.edu.au

制御理論と応用に関する会議 (Confo on Deci

sion and Control)CDC2000が 2000年 12月 12

日～15日 までシドニーで開催されます。また,

VSS2000がやはリシドニーで2000年 12月 7日 ～

9日 まで開催されます。

関連会議



研究分科会活動報告
P―SC281 ダイナミカルシステムの

先端的・知的制御に関する研究分科会
ギ香 野波健蔵 (千堵寒∋

幹事 酎 掃 日∈葉夫∋

実システムを扱う分野ではこれまで以上に制御技術が求めら
れており,また一方で,先端的制御理論および知的制御手法が
急速に発展しているものの,現状では先端的 。矢m,常峰腱踊廿が

実システムに適用されることは少なく,様々な課題が山積して
いる。本研究分科会はこのような立場から,「次世代の動的シ
ステムの制御系設計はいかにあるべきかJを中心課題に据え
て,実システムに対応できる新たなる制御系設計論を模索する
ことを目的として平成 8年 7月 に発足され,制御理論の専門家
を含む大学,研究機関,企業にて待峰「技術に携わる研究者45名

で構成された,3年間の活動の中で,10回の研究分科会 。研究室
見学を開催するとともに,委員会関連活動として以下の企画を

行った。

国内会議
。第7倒]通常総会講演会,平成 9年 3月 29日～ 4月 1日 ,青山
靴 , OS「アドバンスト命峰l・ インテリジェント常峰[」

・D&D'97,コ或9年 7月 22日～26日,東京国際フォーラム
,

OS「ダイナミカルシステムの先端的・知的制御」
。第 5回「運動と振動の市峰[J平成 9年 11月 25日～27日 , 日立
シビックセンター,OS「命聴l理論応用J

P―SC282 複雑系・非線形系のダイナミクスに
関する調査研究分科会

羊杏 佐藤勇一 崎玉痣∋
幹事 森下 信 慇瀬目立痣わ

この分科会は1996年 9月 から活動を初め、1999年 8月 に活
動を終了した。その間,計11回の分科会を開催し,以下の話題

提供とそれに関連した活発な議論を行った。
1)「複雑系のひとつの捉え方J

2 「カオスに関する基礎知識J

3 「セルラオートマトン法を用いた粒状体の流れJ

4 「Discrete Computationか ら言己号の処理へJ

5 「大域結合写像の数学的構造とカオス的遍歴」
6 「臨界現象の先に期待することJ

7 「複雑系のプログラミングについての一考察」
8 「CAによる店舗内購買シミュレーションJ

9)硼危l生ネットワークシミュレーション」
10)「 メトロノームの同期化現象J

ll)「ASCI,GRIDそ してHPC― スーパーコンピュータそ
の後―J

。第75期通常総会講演会、平成10年 3月 31日 ～ 4月 3日 ,東工

大 OS「ダイナミカルシステムの先端的・知的常1御」
。第76期全国大会、平成10年 10月 1日 ～ 4日 ,東北大,OS
「ロボットとメカ トロニクスJ

・ D&D'99,平成11年 3月 16日 ～19日 ,千葉大i OS「ダイ

ナミカルシステムの先端的・知的待1御J

・第 6回「運動と振動の制御Jシ ンポジウム,平成11年 3月 18

日～19日,散 , OS「命1降嚇 応用」
・自動制御連合講演へ 羽或11年 11月 6日 ～ 7日 , 日大, OS
「ダイナミカルシステムの先端的・知的制御」

国際会議
・ The Third lnternational COnference on VIotiOn
and VibratiOn COntr01,Chiba,1-6 Sept.1996

・ The Fourth lnternational Conference on WIotion
andヽ/‐ibratiOn COntrol,Zurich,Switzerland,25-28
Aug.1998

・ InternatiOnal Symposium on WIOtion and Vibra―
tion Contr01,Las Vegas,USA,12-16 Sept.1999

・Pioneering lnt,COnf.On Ⅲ征0ヽたIC in VIechatrOnics,

Tokyo,6-7 Apr.1999(幹事 :アk畢予委員,渡辺委員)

以上の活動を通じて得られた成果は,「ダイナミカルシステ
ムの先端的・知的制御に関する研究分科会成果報告書Jと し

てまとめられた (学会図書室に保管)

(OS: オーガナイズドセッション)

12)「体積粘弾陛を考慮したトラクション角平I斤」
13)「回転系の同期現象J

また,1997年 9月から3回にわたり文献購読会も開催した.

分科会活動として3回のフォーラムを開催した。
1)「機械システムにおける非線形現象J

2)「並列コンピュータとセルラオートマ トン」
3)「蝶の紋様形成とチューリングモデルJ

4)「CAによるシミュレーション」
5)「同期現象J

於 :D&D'97(1997年 7月 23日 )

1)「フラスコの中のミニ生態系J

2)「複雑系の側面からみた無限粒子系J

於 :通常総会講演会 (1998年 4月 2日 )

14)「現象の捉え方に対するひとつの提案J

15)「離散力学系とチューリングモデルJ

16)「やぶにらみ複雑系 (その周辺と可令ヒl生)J
於 :D&D'98(19鋭均三8月 18日 )

最後に話題を提供し,議論に参加して下さった方々に感謝いた
します.

本委員会は平成8年 10月 より平成10年 9月 まで設置され,ま
た平成10年10月 より平成11年 9月 までの 1年延長された.

先端メカトロニクス,高度生産システムの発展に伴い,流体
の流動を高度に計測制御する技術が求められている.ま たFA
においては空気の流れを駆動に利用する空気圧技術が多用され
ている.こ れらの流動に関する技術の総称をFLUCOME
(Fluid Clntrol, 贄vleasurement and VisuahgatiOn)
と呼んでいる。この名称を冠した国際会議が日本を中′亡Wこ して
1985年 に開始され2000年 にはカナダでの開催を予定してい

る.本分科会はFLUCOME国際会議をサポートしつつ,最新

の話題についての紹介や討議が行われた.

さて,機械学会には流体工学部門が存在するが,本委員会は
流体を対象とはするものの機械力学・計測制御部門におかれて
いる。委員会の構成員は,大学・研究所関係者の他に流量計や
流体量の計測器メーカ,プラントメーカ,ガス会社などであ
る.

最近の話題としては,産業全般の設備投資が控える中で,

ローコストの流量計が開発されて来た。原理的には変化はない

もののプラスチック成形のカルマン渦流量計などである。また
フルイディック発振原理を用いたガス流量計が実用に供され出
した。

流体制御技術ではインテリジェント化された調節弁 (スマー

ト型バルブポジショナー)の興味深い話題についての提供が行
われた。

P―SC288 流体計測制御調査研究分科会活動報告
辛杏 香サI「J春 鰈疎工業大わ

幹事 伊藤雅利 鯨疎商船丈∋
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今期,出版委員会が関係した書籍を既に 1冊出版することが
できた。北海道大学で行われたD&D`98の際,特別講1寅をし
ていただいた国際エコノミスト長谷川慶太郎氏と東海大学教授

唐津一氏による “技術屋 [エ ンジエア]の4離'である。この

著書は20世紀を技術論的にレビューし,21世紀にむけてわれわ
れエンジニアがなにをなすべきかを説き,いい意味でエンジエ

アヘの応援歌ともいえる本である。出版形態としては機械学会
100周年記念企画であるテクノライフ選書の特装版としてオー

ム社から99年11月 に出版されており,大手の書店では新書の
コーナーで平積みされている.ぜひともご一読いただきたい。

また,現在企画中の書籍が二つある.ひとつは既に機械学会

出版事業部会から委託出版することを認めていただいた企画
で,委託出版先を選択中のものである。これは,若い学生諸君

や入社数年目までの機械エンジニア諸君に,フーリエ変換の極
意をやさしく説くもので,東北大学名誉教授の城戸健一氏に者

者をお願いした。著者自身のプログラミングにより,全編を通
して波形はすべてパソコン上で合成されたり,解析途中を見る
ことができるという画期的な企画である。もちろんそのプログ

ラムはCD―ROM化され,本に付録として添付する予定であ
る.

いまひとつは,今期の機械力学・計測常峰「部門長の埼玉大学
教授,佐藤勇一氏に著作を依頼中の企画で,振動の応、るまいを

眼で確かめ,その発生原因などを体得できるようにする本であ
る.これも城戸健一氏の著書と同様に,CD―ROM化された

ソフトを添付したいと考えている。
これ以外にもいろいろ考えられるが,基本的には旧来の教科

書の延長ではなく,読んで楽しくためになる本,と いう基本方

針で企画をして行きたいと考えている。これらについては,皆
様からぜひとも息陣のないご意見をいただきたい。

出版委員会からのお知らせ
出版委員会委員長 Jヽ野隆彦 (l′脱〕ヽ野則器)

機械力学 。計測制御部門ホームページについて
神谷諸嘲

'(名

古醐

機械力学・計測牛峰,部門ではホームページ

(http:〃 www,jsme,or.jp/dmc/,図 参照)を開設してい

ます。ホームページには,機械力学・計測常峰l部門のオ既要や部

門長の挨拶をはじめ,講演会,講習会の案内等いろいろな情報
が掲載されています。以下,ホームページに掲

載されているもののうち,`講演会のご案内",`講

習会のご案内",`分科会および研究会の一覧"に
ついて簡単に紹介します。

`詩演会のご案内"では,機械力学・計測制

御部門に関連する講演会の案内を掲載していま

す.各講演会の開催日臨 申込方法や締切等は

もちろんのこと,講演会のホームページが開設
されている場合にはそのホームページヘのリン

クが張られており,詳細な情報が入手可能と

なっています.

`講習会のご案内"では,開催予定の講習会
の案内が掲載されています。講習会によっては

申込用紙がホームページからダウンロー ド可能
となっており,申込みが便利になっています。

“分科会および研究会の一寛'では,分科会
および研究会の一覧と,各研究会および分科会
の主査,幹事の連絡先(E― mailア ドレス)が掲

載されています.ご興味のある研究会,分科会

部門登録者データベースヘの登録のお願い
渡辺 亨 鍍腱義塾寒∋

へのお問い合わせやご参加のためにd□昭ください。

上記以外にも,関連学会や大学の関連学科等へのリンク集が

あります。ここから関連学会や大学のホームページにアクセス

でき,様々な情報を得ることができます.

以上のように,皆様にとって有益なサ辟 民力湘翻力学・計測告1

御部門のホームページから入手できます.是非ヨ舌用ください

D_l時

―

監

and
CoRtt DJ噸 om

鐵 、.吐 た.→ ぃ

機械力学・計測制御部門ホームページ
(U R L http://www.isme.Or.jp/dmc/)

卜を介して直接皆様のお手元のコンピュータから行うことが可
有ヒとなっております.部門のホームページからリンクをたどる
か,直接URL

http://www.jsmeoor.jp/dmc/net/
を指定するかしていただけれti本データベースにアクセスす
ることができます。このホームページには本データベースの趣

旨・使用目的なども詳しく書かれておりますので,登録を希望
される方のみならず,本データベースにご興味をお持ちの方全
てにアクセスをお勧め致します。

本データベースに関するご質問・ご意見は電子メールにてお

受けしております。何かご不明な点などございましたらどうぞ
nkO■ dmc@kt.rim.Or,ipま でお寄せ下さい.

本部門の 層の雄飛と皆様ご自身のさらなるご発展のため,

本データベースヘのご登録を是非ともお願い申し上げます。

機械力学・計測制御部門では銘   「部門登録者データベー

ス」の構築を推進しております1 このデータベースではweb
上でキーワード/氏名//所属先等により研究者の検索をするこ

とができ, これを活用することで研究者・技術者間の相互の情

報交換が活発となり,ひいては研究・開発の―層の発展につな

がるものと期待されております.さ らにこのデータベースでは

英語でのデータ入力もお願いしておりますので,将来的には海

外の研究者との連携を取ることも視野に入っております。これ

らの目的を早期に実現するために,本部門登録者の皆様に本
データベースヘの登録をお願いしております。

本データベースヘのご登録は (検索と同様に)イ ンターネッ

ニューズレターに関するご意見,掲載ご希望の記事などございましたら,編集委員までお寄せ下さい
E― mailidmc― pr@,sme Or.,p

■D▼HAMECS
編 集 室

日本機械学会機械力学・計測牛峰Ⅱ部門

〒1600016東京都新宿区信濃町35番地

信濃町煉瓦館 5階 電話 0353603500

FAX 03-5360-3508

編集責任者  小林幸徳(北大)

編集委員  高原弘樹(東工大)ネ申谷恵輔(名大)渡辺亨(慶應大)

部門ホームページ :http://www.jsme,or.jp/dmc/

発行日   2000年 2月 10日
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